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京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設は、平成 14 年度から 18 年度まで、ナショナルバ

イオリソースプロジェクト「ラット」の中核機関として、ラットリソースの収集・保存・提供事業を行い

ました。平成 19 年 3 月の事業終了を控え、以下にその概要並びに成果を報告します。 

 

ナショナルバイオリソースプロジェクト 

平成 14 年度から文部科学省は、ライフサイエンスの総合的な推進を図る観点から、実験動植

物や ES 細胞などの幹細胞、各種生物の遺伝子材料などのバイオリソースのうち、国が戦略的に

整備することが重要なものについて、体系的な「収集・保存・提供」などを行うための体制を整備す

ることを目的としてナショナルバイオリソースプロジェクト National Bio Resource Project を開始しま

した。 

京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設は、ナショナルバイオリソースプロジェクト「ラッ

ト」（NBRP-Rat）の中核機関として選ばれました。この事業では、遺伝的にも、特性においても明確

な情報をもったラット系統の利用を容易にすることを目的としました。 

 

ナショナルバイオリソースプロジェクト「ラット」の事業内容 

 

１）ラット系統の収集・保存・提供 

国内 52 機関、海外 2 機関より 375 系統のラットを収集しました（平成 19 年 2 月 21 日現在）。そ

の内訳は、近交系 113 系統、ミュータント系 75 系統、コンジェニック系 146 系統、トランスジェニッ

ク系 41 系統からなります。さらに、ENU ミュータジェネシスにより作製された 1,735 匹の G1 ラット

の凍結精子バンクとゲノムDNAバンクからなるKyoto University Rat Mutant Archiveを収集しまし

た。 

胚・配偶子の凍結保存は、中核機関において、164 系統から 11,686 個の 2 細胞期胚と 3,266 個

の桑実胚を保存しました。また、91 系統（309 個体）から人工授精用の精子を凍結保存しました。

その他に、サブ機関の(財)実験動物中央研究所、自治医科大学において、253 系統から 9,721 個

の胚を採取・保存し、中核機関にて保管しました。不測の事態に備え、サブ機関の理研BRCに 19

系統 960 個の胚を輸送し、保管しました。162 系統から高品質のゲノム DNA を抽出し保存しまし

た。 

海外 9 機関、国内 68 機関に延べ 399 件（1,863 匹・検体）の提供を行いました。 

以上の事業により、NBRP-Rat は、質と量ともに世界最大規模のラットリソースセンターに成長し

ました。 

 

２）ラットフェーノームプロジェクト 

NBRP ラットでは、集められたラット系統の利用価値を高めるために、「ラットフェノームプロジェ



クト」を行いました。このフェノームプロジェクトは、特性検査と遺伝検査の 2 本柱からなっていま

す。 

特性検査では、機能観察総合評価、行動解析、血圧・心拍数、血液生化学検査、血液学的検

査、尿量・尿中電解質、解剖検査からなる 109の項目について検査を行い、それぞれのラット系統

について「特性プロファイル」を作成しました。これらの検査は、サブ機関である日精バイリス滋賀

研究所が担当しました。 

特性検査の結果から、「ラット」の生理学、血液学、解剖学的な基準値（平均値、標準偏差など）

が得られました。また、各検査項目について、最大の検査値を持つ系統から最小値の系統までを

並べることができました。これを「系統ランキング」と呼んでいます。「系統ランキング」の作成によ

り、新たな疾患モデルの候補の発見、実験目的にあった系統選択の重要性などが明らかになりま

した。 

遺伝検査では、ラット全染色体に散在する 357 個のマイクロサテライトマーカーを用いて各系統

の「ゲノムプロファイル」を作成しました。この「ゲノムプロファイル」は、遺伝モニタリング、遺伝解

析の基礎的情報を提供します。さらに「ゲノムプロファイル」から作成した「ラット系統樹」により、系

統間の遺伝的な近似性、相違性がゲノムレベルで明らかとなりました。 

 

３）データベース 

収集したラット系統のリスト及び得られた系統データは、すべてのラットユーザーが自由に活用

できるよう、ホームページ(www.anim.med.kyoto-u.ac.jp/nbr)上で公開しています。フェノームプロ

ジェクトの特性検査、遺伝検査で得られた全ての検査値についても、ユーザーフレンドリーなデー

タベースとして公開しています。 

 

４）ナショナルバイオリソースプロジェクトゲノム解析事業との連携 

平成 17 年度、18 年度のナショナルバイオリソースプロジェクトゲノム解析事業に採択され、ラッ

ト F344/Stm 系統と LE/Stm 系統の BAC ライブラリー（各約 10 ゲノム分）を作製しました。これらの

ライブラリーは約 600 枚の 384 穴プレートからなり、中核機関とバックアップとして理研 GSC にて

保存されています。次いで、これら BAC ライブラリーを対象に、各クローンの BAC エンドシークエ

ンスを実施しました。シークエンス情報は、既存のゲノムブラウザで閲覧できるよう分析・整理して、

公開する予定です。 

 

５）ラット胚・配偶子の保存技術の標準化とその普及 

ラット胚連絡会議を定期的に開催し、ラット胚・配偶子の保存技術の標準化を行いました。サブ機

関の(財)実験動物中央研究所、生理学研究所、麻布大学と協力して、詳細なプロトコール（DVD）

を作成し、関係者に無償で配布しました。また、平成 18年 10月 28日、ラット生殖技術の進歩に関

するシンポジウムを日本実験動物技術者協会と共催し、ラット胚・配偶子の保存技術の普及活動

を行いました。 



 

NBRP-Rat の成果により、表現型と遺伝型が明確なラット系統を、利用者に迅速に提供できる

体制が整備できました。その結果、ラットユーザーは、NBRP「ラット」から発信される系統情報やリ

ソースそのものを利用して、着実に優れた研究成果を生み出しています。 
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